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(57)【要約】
【課題】部品点数を低減できる有機ＥＬ表示装置を提供
する。
【解決手段】有機ＥＬ表示装置１は、透光性を有する第
１基板２と、第１基板２の主面２ａ上に設けられるタッ
チセンサ３用のタッチ電極１１～１８と、主面２ａ上に
設けられ、タッチ電極１１～１８を覆う絶縁膜２１と、
絶縁膜２１においてタッチ電極１１～１８側の第１面２
１ａとは反対側の第２面２１ｂ上に設けられる有機発光
素子３１と、第１基板２の主面２ａに対向するように設
けられ、第１基板２との間でタッチ電極１１～１８、絶
縁膜２１、及び有機発光素子３１を挟む第２基板６と、
タッチ電極１１～１８と有機発光素子３１との両方に電
気的に接続される集積回路５と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性を有する第１基板と、
　前記第１基板の主面上に設けられるタッチセンサ用のタッチ電極と、
　前記主面上に設けられ、前記タッチ電極を覆う絶縁膜と、
　前記絶縁膜において前記タッチ電極側の第１面とは反対側の第２面上に設けられる有機
発光素子と、
　前記第１基板の前記主面に対向するように設けられ、前記第１基板との間で前記タッチ
電極、前記絶縁膜、及び前記有機発光素子を挟む第２基板と、
　前記タッチ電極と前記有機発光素子との両方に電気的に接続される集積回路と、
を備える有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　前記集積回路に電気的に接続され、前記絶縁膜を介して前記タッチ電極の一部に重なる
ように設けられる配線端子をさらに備え、
　前記タッチ電極と前記集積回路とは、前記タッチ電極と、前記絶縁膜と、前記配線端子
とによって構成される容量を介して互いに電気的に接続される、請求項１に記載の有機Ｅ
Ｌ表示装置。
【請求項３】
　前記集積回路に電気的に接続され、前記タッチ電極と接するように設けられる配線端子
をさらに備え、
　前記配線端子は、前記絶縁膜に設けられた開口部を通過して前記タッチ電極に接続され
る、請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】
　前記有機発光素子は、平面視にて前記タッチ電極の縁と重ならない、請求項１～３のい
ずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記第１基板の前記主面上には、複数の前記タッチ電極が設けられ、
　前記絶縁膜上には、複数の前記有機発光素子が設けられ、
　前記複数の有機発光素子の全てが、平面視において、前記複数のタッチ電極のいずれか
に重なると共に前記複数のタッチ電極の縁のいずれにも重ならない、請求項４に記載の有
機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記第１基板の前記主面上には、複数の前記タッチ電極が設けられ、
　前記絶縁膜上には、複数の前記有機発光素子が設けられ、
　前記複数の有機発光素子の一部は、平面視において、前記複数のタッチ電極のいずれか
に重なると共に前記複数のタッチ電極の縁の何れにも重ならず、
　前記複数の有機発光素子の残部は、平面視において、前記複数のタッチ電極のいずれに
も重ならない、請求項４に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記集積回路は、前記第１基板と前記第２基板との間に設けられる、請求項１～６のい
ずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置として、有機ＥＬ材料（ＥＬ：Electro-Luminescence）を含有する有機
発光素子を用いた有機ＥＬ表示装置が脚光を浴びている。例えば携帯電話等のモバイル機
器に搭載される有機ＥＬ表示装置には、タッチパネルが含まれている。下記特許文献１に
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は、トップエミッション型の有機発光素子を有する有機ＥＬパネル上にタッチパネルが搭
載された有機ＥＬ表示装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４３９３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１においては、有機ＥＬパネルとタッチパネルとは、それぞれ別の基板を
用いて形成されている。この場合、有機ＥＬ表示装置には、有機ＥＬパネル用の基板とタ
ッチパネル用の基板との両方が必要になる。また、上記特許文献１では、有機ＥＬパネル
用の集積回路と、タッチパネル用の集積回路との両方が用いられている。したがって、従
来のタッチパネルを含む有機ＥＬ表示装置の部品点数は、タッチパネルを含まない有機Ｅ
Ｌ表示装置の部品点数よりも増加してしまう。
【０００５】
　そこで、本発明は、部品点数を低減できる有機ＥＬ表示装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示装置は、透光性を有する第１基板と、第１基板の主
面上に設けられるタッチセンサ用のタッチ電極と、主面上に設けられ、タッチ電極を覆う
絶縁膜と、絶縁膜においてタッチ電極側の第１面とは反対側の第２面上に設けられる有機
発光素子と、第１基板の主面に対向するように設けられ、第１基板との間でタッチ電極、
絶縁膜、及び有機発光素子を挟む第２基板と、タッチ電極と有機発光素子との両方に電気
的に接続される集積回路と、を備える。
【０００７】
　この有機ＥＬ表示装置においては、タッチセンサ用のタッチ電極が第１基板の主面上に
設けられ、有機発光素子も当該主面上にタッチ電極及び絶縁膜を介して設けられている。
このため、タッチセンサと有機発光素子とをそれぞれ別の基板を用いて形成しなくてもよ
い。また、有機ＥＬ表示装置が備える集積回路は、タッチ電極と有機発光素子との両方に
電気的に接続される。これにより、タッチセンサと有機発光素子との両方に対して共通の
集積回路を用いることができる。したがって、上記有機ＥＬ表示装置によれば、部品点数
を低減できる。
【０００８】
　また、上記有機ＥＬ表示装置は、集積回路に電気的に接続され、絶縁膜を介してタッチ
電極の一部に重なるように設けられる配線端子をさらに備え、タッチセンサと集積回路と
は、タッチ電極と、絶縁膜と、配線端子とによって構成される容量を介して互いに電気的
に接続されてもよい。これにより、例えば絶縁膜に開口部を設け、当該開口部を通過して
配線端子とタッチ電極とを接触させない場合であっても、タッチ電極と集積回路とを電気
的に接続させることができる。この場合、絶縁膜に開口部を形成するための工程を省略で
きるので、有機ＥＬ表示装置の製造コストを低減できる。
【０００９】
　また、上記有機ＥＬ表示装置は、集積回路に電気的に接続され、タッチ電極と接するよ
うに設けられる配線端子をさらに備え、配線端子は、絶縁膜に設けられた開口部を通過し
てタッチ電極に接続されてもよい。この場合、配線端子を介して集積回路とタッチ電極と
を確実に電気的に接続させることができる。
【００１０】
　また、有機発光素子は、平面視にてタッチ電極の縁と重ならなくてもよい。この場合、
平面視において、有機発光素子がタッチ電極に重なる領域と、有機発光素子がタッチ電極
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に重ならない領域との共存を防ぐことができる。これにより、タッチ電極による有機発光
素子の発光ムラを抑制できる。
【００１１】
　また、第１基板の主面上には、複数のタッチ電極が設けられ、絶縁膜上には、複数の有
機発光素子が設けられ、複数の有機発光素子の全てが、平面視において、複数のタッチ電
極のいずれかに重なると共に複数のタッチ電極の縁のいずれにも重ならなくてもよい。こ
の場合、絶縁膜上に複数の有機発光素子が設けられた場合であっても、有機発光素子がタ
ッチ電極に重ならない領域は形成されなくなる。これにより、タッチ電極によって有機発
光素子毎に生じる発光ムラを抑制できる。
【００１２】
　また、第１基板の主面上には、複数のタッチ電極が設けられ、絶縁膜上には、複数の有
機発光素子が設けられ、複数の有機発光素子の一部は、平面視において、複数のタッチ電
極のいずれかに重なると共に複数のタッチ電極の縁の何れにも重ならず、複数の有機発光
素子の残部は、平面視において、複数のタッチ電極のいずれにも重ならない態様であって
もよい。この場合、平面視において、複数の有機発光素子のいずれも、部分的にタッチ電
極に重ならない。このため、タッチ電極のいずれかに重なる複数の有機発光素子の一部と
、タッチ電極のいずれにも重ならない複数の有機発光素子の残部との両方において、タッ
チ電極による発光ムラが抑制される。
【００１３】
　また、集積回路は、第１基板と第２基板との間に設けられてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、部品点数を低減できる有機ＥＬ表示装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態に係る有機ＥＬ表示装置の一部を示す模式平面図である。
【図２】実施形態に係る有機ＥＬ表示装置の要部を示す模式断面図である。
【図３】第１変形例に係る有機ＥＬ表示装置におけるタッチセンサのタッチ電極と集積回
路との接続を説明するための模式断面図である。
【図４】第２変形例に係る有機ＥＬ表示装置におけるタッチセンサのタッチ電極と有機発
光素子との関係性を示す模式平面図である。
【図５】第３変形例に係る有機ＥＬ表示装置におけるタッチセンサのタッチ電極と有機発
光素子との関係性を示す模式平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。なお、
以下の説明において、同一要素又は同一機能を有する要素には、同一符号を用いることと
し、重複する説明は省略する。
【００１７】
　まず、本実施形態に係る有機ＥＬ表示装置１の構成について、図１及び図２を参照しつ
つ説明する。
【００１８】
　図１及び図２に示されるように、有機ＥＬ表示装置１は、例えばパッシブマトリックス
型の表示装置である。有機ＥＬ表示装置１は、第１基板２と、第１基板２の主面２ａ上に
設けられるタッチセンサ３と、タッチセンサ３上に画定される発光領域４と、タッチセン
サ３に電気的に接続される集積回路５と、タッチセンサ３、発光領域４、及び集積回路５
を挟んで第１基板２に対向するように設けられる第２基板６とを備えている。
【００１９】
　第１基板２は、透光性の基板であり、平面視にて略矩形状を有する。したがって、第１
基板２の主面２ａと、主面２ａに対向する主面２ｂとは、略矩形状を有する。第１基板２
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の厚さは、例えば１００μｍ～１０００μｍである。第１基板２としては、例えばガラス
基板、セラミックス基板、又は可撓性を有する基板（例えば、プラスチック基板等）が挙
げられる。本実施形態では、第１基板２としてガラス基板が用いられる。主面２ｂ上には
、第１基板２を透過する光を偏光する偏光膜８が設けられている。なお、本実施形態にお
ける平面視とは、主面２ａの法線方向から見ることである。
【００２０】
　タッチセンサ３は、第１基板２の主面２ｂ上に位置する導電体（被検出物）を検知する
静電容量方式のセンサである。タッチセンサ３は、主面２ａに設けられるタッチ電極１１
～１８と、集積回路５とから構成されている。このタッチセンサ３においては、集積回路
５は、第１基板２に被検出部が近接した際に、タッチ電極１１～１８の少なくともいずれ
かと上記被検出物とに起因する静電容量の変化を検知する。これにより、タッチセンサ３
は、第１基板２に接触する被検出物の有無を検知できる。なお、タッチ電極１１～１８の
説明、及びタッチ電極１１～１８と集積回路５との接続構成の説明については後述する。
【００２１】
　図２に示されるように、タッチセンサ３のタッチ電極１１は、主面２ａ上に設けられる
絶縁膜２１に覆われている。絶縁膜２１は、透光性及び絶縁性を有する膜であり、主面２
ａを覆うように設けられている。絶縁膜２１の厚さは、例えば１００ｎｍ～１０００ｎｍ
である。絶縁膜２１は、例えば酸化シリコン膜（ＳｉＯｘ膜）である。絶縁膜２１は、例
えばタッチ電極１１～１８が形成された主面２ａ上に、ＣＶＤ法（化学気相成長法）によ
って形成される。したがって、タッチ電極１１～１８は絶縁膜２１によって覆われる。
【００２２】
　発光領域４は、有機ＥＬ表示装置１において光を発生し得る領域であり、第１基板２の
主面２ａの中心部に画定されている。発光領域４には、マトリクス状に配置された複数の
有機発光素子３１が設けられている。平面視における隣接する有機発光素子３１同士の間
隔は、例えば１０μｍ～５０μｍである。なお、発光領域４内に設けられる隔壁等の図示
は省略している。
【００２３】
　有機発光素子３１は、電流が供給されることにより発光する素子であり、図２に示され
るように一対の電極３２，３４の間に有機発光層３３が挟まれた構成を有する。有機発光
素子３１は、絶縁膜２１においてタッチ電極１１～１８側の第１面２１ａとは反対側の第
２面２１ｂ上に設けられている。すなわち、有機発光素子３１は、絶縁膜２１の第２基板
６側の表面上に設けられている。
【００２４】
　電極３２は、有機発光素子３１の陽極として機能する導電層であり、有機発光素子３１
において最も第１基板２側に位置している。電極３２は、パターニングされた透明導電層
である。電極３２を構成する材料としては、例えばＩＴＯ（酸化インジウムスズ）又はＩ
ＺＯ（酸化インジウム亜鉛）が用いられる。電極３２の厚さは、例えば１００ｎｍ～５０
０ｎｍである。電極３２は、例えばＰＶＤ法（物理気相成長法）によって形成される。
【００２５】
　有機発光層３３は、電子及び正孔が注入されることによって発光する有機化合物（発光
材料）を少なくとも含む層であり、電極３２上に設けられる。有機化合物は、低分子化合
物でもよく、高分子化合物でもよい。有機発光層３３は、上記発光材料を含んだ発光層に
加えて、電子注入層、電子輸送層、正孔輸送層、及び正孔注入層等を有してもよい。有機
発光層３３によって発生する光は、赤色光又は青色光等の単色光でもよく、白色光でもよ
い。有機発光層３３が白色光を呈する場合、有機発光層３３には異なる光を発生する発光
層が複数含まれてもよい。有機発光層３３の厚さは、例えば１００ｎｍ～５００ｎｍであ
る。有機発光層３３は、例えば真空蒸着法等の乾式法、又はインクジェット等の湿式法に
よって形成される。なお、発光材料としては、蛍光材料が用いられてもよく、リン光材料
が用いられてもよい。
【００２６】
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　電極３４は、有機発光素子３１の陰極として機能する導電層であり、有機発光層３３上
に設けられる。電極３４は、例えば光吸収性又は光反射性を有する単数又は複数の導電層
から構成される。電極３４を構成する導電層の材料（導電材料）として、例えばアルミニ
ウム、銀、又はアルカリ土類金属（マグネシウム、カルシウム等）が用いられる。電極３
４の厚さは、例えば１００ｎｍ～５００ｎｍである。電極３４は、例えばＰＶＤ法によっ
て形成される。
【００２７】
　集積回路５は、タッチセンサ３と有機発光素子３１との両方に電気的に接続されて制御
する回路であり、平面視にて第１基板２上であって発光領域４よりも外側に搭載されてい
る。集積回路５として、例えば種々のＩＣチップが用いられる。集積回路５は、絶縁膜２
１上に設けられる配線４１～４８を介してタッチセンサ３と電気的に接続されている。ま
た、集積回路５は、絶縁膜２１上に設けられる配線領域５１～５３を介して発光領域４内
の有機発光素子３１と電気的に接続されている。配線領域５１～５３のそれぞれは、複数
の配線が設けられる領域である。なお、配線４１～４８の詳細については後述する。
【００２８】
　第２基板６は、平面視にて第１基板２と略同一の大きさを有する基板である。したがっ
て、第２基板６は平面視にて略矩形状を有する。第２基板６は、タッチ電極１１～１８、
絶縁膜２１、有機発光素子３１、及び集積回路５を挟んで第１基板２に対向するように設
けられる。換言すると、タッチ電極１１～１８、絶縁膜２１、有機発光素子３１、及び集
積回路５のそれぞれは、第１基板２と第２基板６との間に設けられている。第２基板６と
しては、例えばガラス基板、セラミックス基板、又は可撓性を有する基板（例えば、プラ
スチック基板、又はステンレス基板等）が挙げられる。なお、第２基板６は、例えば枠状
を有すると共に有機発光素子３１を囲うように設けられる接着剤によって、第１基板２に
接合されている。これにより、有機発光素子３１は、第１基板２、第２基板６、及び接着
剤によって封止される。
【００２９】
　有機ＥＬ表示装置１には、外部装置に接続するためのフレキシブル配線板（ＦＰＣ：Fl
exiblePrinted Circuit）７が取り付けられている。フレキシブル配線板７は、絶縁膜２
１上に設けられる配線領域５４を介して集積回路５と電気的に接続されている。配線領域
５４は、配線領域５１～５３と同様に複数の配線が設けられる領域であり、当該配線領域
５１～５３と同時に形成される。
【００３０】
　次に、タッチ電極１１～１８について説明する。タッチ電極１１～１８は、パターニン
グされた透明導電層であり、第１基板２上にマトリクス状に配置されている。タッチ電極
１１～１４と、タッチ電極１５～１８とのそれぞれは、主面２ａの長手方向に沿って順に
整列されている。タッチ電極１１～１４は、タッチ電極１５～１８よりも集積回路５に対
して離れた位置に設けられている。また、タッチ電極１１～１８は、互いに離間して設け
られている。タッチ電極１１～１８は、それぞれ独立して集積回路５に電気的に接続され
ている。これにより、集積回路５は、タッチ電極１１～１８のそれぞれにおける上記静電
容量の変化を検出できるので、被検出物の位置を検出できる。タッチ電極１１～１８を構
成する材料としては、例えばＩＴＯ又はＩＺＯが用いられる。タッチ電極１１～１８は、
例えばＰＶＤ法によって形成される。上述したように、タッチ電極１１～１８は透明導電
層であるので、有機発光素子３１にて発生する光は、タッチセンサ３及び第１基板２を介
して外部に出射される。
【００３１】
　タッチ電極１１は、被検出物を検出する検出領域１１ａと、検出領域１１ａを集積回路
５に接続させるための接続領域１１ｂとを有している。検出領域１１ａは、平面視にて略
矩形状を有し、検出領域１１ａの一部又は全部は発光領域４に重なっている。接続領域１
１ｂは、その端部が平面視にて配線４１に重なるように第１基板２上に延在している。ま
た、タッチ電極１２～１８は、タッチ電極１１と同様に、検出領域１２ａ～１８ａと、接
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続領域１２ｂ～１８ｂとをそれぞれ有している。検出領域１２ａ～１８ａのそれぞれは、
平面視にて略矩形状を有し、発光領域４に重なっている。接続領域１２ｂ～１８ｂの端部
は、平面視にて配線４２～４８にそれぞれ重なるように、第１基板２上に延在している。
なお、発光領域４上において隣接する検出領域同士の間隔は、例えば１０μｍ程度であり
、隣接する有機発光素子３１同士の間隔以下である。タッチ電極１１～１８の検出領域１
１ａ～１８ａのそれぞれは、発光領域４を８分割（２行×４列）した領域の大きさと略一
致しており、当該領域のいずれかに重なるように設けられている。
【００３２】
　次に、タッチセンサ３用のタッチ電極１１～１８と集積回路５との接続について説明す
る。前述したように、集積回路５は、配線４１～４８を介してタッチセンサ３に電気的に
接続されている。また、集積回路５は配線４１を介してタッチ電極１１に電気的に接続さ
れている。ここで、配線４１は、タッチ電極１１の接続領域１１ｂに重なる端子部（配線
端子）４１ａと、集積回路５と端子部４１ａとを結ぶ引き回し部４１ｂとを有する。
【００３３】
　端子部４１ａは、平面視にて略矩形状を有しており、絶縁膜２１を介して接続領域１１
ｂの端部と重なるように設けられている。このため、端子部４１ａと、絶縁膜２１と、接
続領域１１ｂとによって容量６１が形成されており、タッチ電極１１と集積回路５とは、
配線４１と容量６１とを介して互いに電気的に接続されている。
【００３４】
　配線４２～４８は、配線４１と同様に、端子部４２ａ～４８ａと、引き回し部４２ｂ～
４８ｂとをそれぞれ有する。端子部４２ａ～４８ａは、平面視にて略矩形状を有しており
、絶縁膜２１を介して接続領域１２ｂ～１８ｂとそれぞれ重なるように設けられている。
このため、タッチ電極１２～１８と配線４２～４８とは、それぞれ容量を介して電気的に
接続されている。
【００３５】
　端子部４１ａ，４２ａ，４５ａ，４６ａは、発光領域４より外側であって、主面２ａに
おける四隅のうちの一の隅近傍に設けられている。一方、端子部４３ａ，４４ａ，４７ａ
，４８ａは、発光領域４より外側であって、主面２ａにおける四隅のうちの別の一の隅近
傍に設けられている。また、配線４１～４８は、有機発光素子３１の電極３２と同時に形
成される。このため、配線４１～４８は、透明導電層を有する。また、配線４１～４８は
、積層構造を有してもよい。この場合、配線４１～４８のそれぞれは、例えば電極３２と
同時に形成される透明導電層と、電極３４と同時に形成される導電層とを有している。こ
れにより、配線４１～４８の抵抗値を低下させることができる。
【００３６】
　以上に説明した本実施形態に係る有機ＥＬ表示装置１においては、有機発光素子３１は
、タッチセンサ３用のタッチ電極１１～１８が第１基板２の主面２ａ上に設けられ、有機
発光素子３１も主面２ａ上にタッチ電極１１～１８及び絶縁膜２１を介して設けられてい
る。このため、タッチセンサ３と有機発光素子３１とをそれぞれ別の基板を用いて形成し
なくてもよい。また、有機ＥＬ表示装置１が備える集積回路５は、タッチ電極１１～１８
と有機発光素子３１との両方に電気的に接続される。これにより、タッチセンサ３と有機
発光素子３１との両方に対して共通の集積回路５を用いることができる。したがって、有
機ＥＬ表示装置１によれば、部品点数を低減できる。
【００３７】
　加えて、本実施形態によれば、タッチセンサ３と有機発光素子３１とを第１基板２上に
形成している。このため、例えばタッチセンサが設けられる基板と、有機発光素子が設け
られる基板とを貼り合わせる工程を省略できる。これにより、本実施形態においては、基
板同士を貼り合わせる工程の実施によって発生し得る接着位置のずれ、接着強度不足、及
び、気泡もしくは異物の混入等に起因する不良品の発生を抑制できる。さらには、本実施
形態では集積回路５がタッチセンサ３と有機発光素子３１との両方に電気的に接続されて
いる。これにより、集積回路５が、タッチセンサ３と有機発光素子３１とを同期して制御
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させやすい。
【００３８】
　また、有機ＥＬ表示装置１は、集積回路５に電気的に接続され、絶縁膜２１を介してタ
ッチ電極１１の接続領域１１ｂに重なるように設けられる端子部４１ａをさらに備え、タ
ッチ電極１１と集積回路５とは、タッチ電極１１の接続領域１１ｂと、絶縁膜２１と、端
子部４１ａとによって構成される容量６１を介して互いに電気的に接続されている。これ
により、例えば絶縁膜２１に開口部を設け、当該開口部を通過して端子部４１ａと接続領
域１１ｂとを接触させない場合であっても、タッチ電極１１と集積回路５とを電気的に接
続させることができる。この場合、絶縁膜２１に開口部を形成するための工程を省略でき
るので、有機ＥＬ表示装置１の製造コストを低減できる。
【００３９】
　次に、本実施形態の第１変形例について図３を参照しつつ説明する。図３に示されるよ
うに、絶縁膜２１には、接続領域１１ｂを露出させる開口部２１ｃと、接続領域１２ｂを
露出させる開口部２１ｃ，２１ｄが形成されている。これにより、端子部４１ａが開口部
２１ｃを介して接続領域１１ｂに接続され、端子部４２ａが開口部２１ｄを通過して接続
領域１２ｂに接続される。なお第１変形例では、絶縁膜２１において接続領域１３ｂ～１
８ｂの端部に重なる部分には、開口部がそれぞれ形成されている。したがって、接続領域
１３ｂ～１８ｂも、対応する開口部を通過して端子部４３ａ～４８ａにそれぞれ接続され
る。この場合、端子部４１ａ～４８ａを介して集積回路５とタッチセンサ３とを確実に電
気的に接続させることができる。
【００４０】
　次に、本実施形態の第２変形例について図４を参照しつつ説明する。図４に示されるよ
うに、マトリクス状に配置された複数の有機発光素子３１の全てが、平面視において、タ
ッチ電極１１，１２，１５，１６のいずれかに重なっていると共に、タッチ電極１１，１
２，１５，１６の縁のいずれにも重なっていない。換言すると、複数の有機発光素子３１
の全てが、平面視において、タッチ電極１１，１２，１５，１６のいずれかに完全に重な
っている。なお第２変形例では、タッチ電極１３，１４，１７，１８のいずれかに重なる
有機発光素子３１も、タッチ電極１１～１８の縁のいずれにも重ならない。
【００４１】
　この場合、平面視において、有機発光素子３１がタッチ電極１１～１８のいずれかに重
なる領域と、有機発光素子３１がタッチ電極１１～１８のいずれにも重ならない領域との
共存を防ぐことができる。これにより、第２変形例において有機発光素子３１が第１基板
２に向かって発する光はタッチ電極１１～１８のいずれかを介するので、タッチ電極１１
～１８による有機発光素子３１の発光ムラを抑制できる。
【００４２】
　次に、本実施形態の第３変形例について図５を参照しつつ説明する。図５に示されるよ
うに、マトリクス状に配置された複数の有機発光素子３１の一部は、平面視において、タ
ッチ電極１５，１６のいずれかに重なっていると共に、タッチ電極１５，１６の縁のいず
れにも重なっていない。一方、複数の有機発光素子３１の残部は、平面視において、タッ
チ電極１５，１６のいずれかにも重なっていない。換言すると、複数の有機発光素子３１
の残部は、平面視において、タッチ電極のいずれにも完全に重なっていない。
【００４３】
　したがって、第３変形例においては、第２変形例と同様に、複数の有機発光素子３１の
それぞれは、タッチ電極１１～１８の縁のいずれにも重なっていない。すなわち、平面視
において、複数の有機発光素子３１のいずれも、部分的にタッチ電極１１～１８に重なら
ない。このため、タッチ電極１１～１８のいずれかに重なる複数の有機発光素子３１の一
部と、タッチ電極１１～１８のいずれにも重ならない複数の有機発光素子３１の残部との
両方において、タッチ電極による発光ムラが抑制される。加えて、有機ＥＬ表示装置１の
発光領域４において、タッチセンサ３が機能する領域と、タッチセンサ３が機能しない領
域との両方を設けることができる。
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　なお、上記第２変形例及び第３変形例においては、集積回路５はタッチセンサ３と発光
領域４との両方に電気的に接続されていなくてもよい。この場合、タッチセンサ３及び集
積回路が設けられる基板と、有機発光素子３１及び他の集積回路が設けられる基板とが別
々の基板であってもよい。このような場合であっても、第２変形例及び第３変形例におけ
る作用効果が十分に奏される。
【００４５】
　本発明による有機ＥＬ表示装置は、上述した実施形態及び変形例に限られるものではな
く、他に様々な変形が可能である。例えば、上記実施形態及び上記変形例において、集積
回路５は第１基板２と第２基板６との間に設けられているが、これに限られない。例えば
、集積回路５は、フレキシブル配線板７と一体化し、第１基板２と第２基板６との間に設
けられなくてもよい。
【００４６】
　また、上記実施形態及び上記変形例において、有機ＥＬ表示装置１は、パッシブマトリ
クス型の表示装置に限られない。例えば、有機ＥＬ表示装置１は、アクティブマトリクス
型の表示装置でもよい。この場合、各有機発光素子３１に対応するトランジスタ等が発光
領域４に設けられる。
【００４７】
　また、上記実施形態及び上記変形例において、電極３４及び第２基板６の両方は透光性
を有してもよい。この場合、有機ＥＬ表示装置１は、シースルー型の表示装置になり得る
。
【００４８】
　また、上記実施形態及び上記変形例において、第１基板２及び第２基板６の両方は可撓
性を有してもよい。この場合、有機ＥＬ表示装置１は、フレキシブル型の表示装置になり
得る。また、第１基板２及び第２基板６の両方は、平面視にて略矩形状に限られない。例
えば、平面視における第１基板２及び第２基板６の両方は、多角形状を有してもよいし、
略円形状を有してもよい。
【００４９】
　また、上記実施形態及び上記変形例において、タッチセンサ３として他の態様のタッチ
センサを用いてもよい。例えば、投影型静電容量式のタッチセンサ等を用いてもよい。こ
の場合、タッチ電極が積層構造を有してもよい。
【符号の説明】
【００５０】
　１…有機ＥＬ表示装置、２…第１基板、２ａ…主面、３…タッチセンサ、５…集積回路
、６…第２基板、１１～１８…タッチ電極、１１ａ～１８ａ…検出領域、１２ｂ～１８ｂ
…接続領域、２１…絶縁膜、２１ａ…第１面、２１ｂ…第２面、２１ｃ，２１ｄ…開口部
、３１…有機発光素子、３２，３４…電極、３３…有機発光層、４１～４８…配線、４１
ａ～４８ａ…端子部（配線端子）、４１ｂ～４８ｂ…引き回し部、６１…容量。
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摘要(译)

要解决的问题：提供能够减少部件数量的有机EL显示装置。解决方案：
有机EL显示装置1包括具有透光性的第一基板2，用于设置在第一基板2
的主表面2a上的触摸传感器3的触摸电极11至18，覆盖触摸电极11至18
的绝缘膜21和设置在绝缘膜21的触摸电极11至18侧的与第一表面21a相
对的第二表面21b上的有机发光元件如图31所示，第二基板6设置成与第
一基板2的主表面2a相对，并且将触摸电极11至18，绝缘膜21和有机发
光元件31夹在第一基板2和第二基板6之间，并且集成电路5电连接到触摸
电极11至18和有机发光元件31。
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